
渡
辺　

優
子

（
平
政
・
公
明
党
）

菅
原　

隆
文
（
よ
ね
し
ろ
・
立
志
会
）

安
岡　

明
雄

（
改
革
の
し
ろ
）

妊
婦
健
診
の
助
成

■質
市
は
妊
婦
健
診
の
受
診
票
を
、
単
体
妊
娠
の
場
合
も
多

胎
妊
娠
さ
れ
た
方
に
も
、
22
枚
助
成
し
て
い
る
。
健
診
回
数

が
単
体
妊
娠
よ
り
多
く
、
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
る
多
胎

妊
娠
の
健
診
に
助
成
拡
大
す
べ
き
。

■答
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
早
産
に
よ
り
低
出
生
体
重
児
の
出

産
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
単
胎
妊
娠
よ

り
も
健
診
回
数
が
多
い
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
経
済

的
な
負
担
や
不
安
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
助
成
回
数
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
風
力
発
電
、
エ
ネ
ル
コ
ン
の
生
産
拠
点
誘
致

■質
市
長
は
２
年
前
ド
イ
ツ
の
風
力
発
電
メ
ー
カ
ー
エ
ネ
ル

コ
ン
社
を
訪
問
、
市
に
ア
ジ
ア
地
域
の
風
力
発
電
の
生
産
拠

点
と
し
て
の
工
場
誘
致
に
意
欲
。
そ
の
後
の
交
渉
の
経
過
と

実
現
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

■答
市
が
働
き
か
け
を
し
た
際
、「
風
車
年
間
50
基
、
10
年
間

の
安
定
し
た
需
要
の
確
保
が
最
低
条
件
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
こ
と
は
本
市
単
独
で
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
県
や
関
連
事
業
者
等
と
力
を
合
わ
せ
、
国

内
、
ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
の
市
場
動
向
等
に
関
す
る
情
報
収
集

に
努
め
な
が
ら
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
引
き
続
き
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
た
な
行
財
政
改
革
と
人
的
資
源
の
最
適
配
分

■質
職
員
が
減
少
す
る
中
、
行
政
需
要
に
応
え
る
に
は
「
職

員
で
な
れ
ば
で
き
な
い
業
務
」
に
特
化
す
る
べ
き
。
社
会
福

祉
士
や
情
報
系
な
ど
専
門
性
を
高
め
る
よ
う
、
職
員
採
用
の

あ
り
方
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

■答
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
･
高
度
化
や
新
た
な
業
務
に
対

応
す
る
た
め
、
専
門
分
野
を
担
当
で
き
る
職
員
が
必
要
に
な

っ
て
お
り
、
専
門
的
な
知
識
、
技
術
を
習
得
す
る
実
務
研
修

等
、
任
期
付
職
員
の
採
用
、
臨
時
職
員
の
雇
用
、
業
務
委
託

等
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
職
員
採
用
試
験

区
分
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
研
究
し

た
い
。

『
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
』
の
導
入

■質
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の
写
し
や

印
鑑
登
録
証
明
書
に
加
え
て
各
種
税
証
明
な
ど
、
全
国
ど
こ

の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
取
得
が
可
能
に
な
る
。
本
市
で
も
こ
の
制

度
を
導
入
す
べ
き
。

■答
本
市
で
は
、
平
成
19
年
６
月
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
年
末
年
始
以
外
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や

市
税
等
の
収
納
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
す
る
こ
と
で
市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
る

が
、
導
入
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

二
ツ
井
地
域
の
振
興
、
地
域
自
治
区
の
５
年
延
長

■質
合
併
か
ら
本
年
度
ま
で
10
年
の
設
置
期
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
実
施
さ
れ
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
地

域
自
治
区
。
道
の
駅
整
備
な
ど
継
続
の
独
自
事
業
が
山
積
の

中
、
延
長
期
間
を
５
年
と
し
た
理
由
は
。

■答
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
で
、
地
域
協
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、
新
市
建

設
計
画
に
関
す
る
事
項
を
規
定
し
て
お
り
、
延
長
期
間
は
同

計
画
の
計
画
期
間
を
目
安
に
判
断
し
た
。
昨
年
延
長
し
た
新

市
建
設
計
画
の
計
画
期
間
中
は
地
域
自
治
区
を
継
続
し
、
事

業
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
域
協
議
会
か
ら
御
意
見
を

伺
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
資
源
を
活
用
す
る
自
立
し
た
総
合
戦
略

■質
住
民
の
か
か
わ
り
が
、
今
後
の
実
効
性
を
高
め
る
。「
自

分
た
ち
で
つ
く
り
上
げ
た
総
合
戦
略
」
を
実
感
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
こ
の
機
会
に
、
オ
ー
ル
能
代
で
取
り
組
め
る
策
定

プ
ロ
セ
ス
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。

■答
策
定
に
は
市
民
の
関
わ
り
が
重
要
と
考
え
、
市
民
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
の
代
表
等
か
ら
戦
略

会
議
に
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
、
市
内
事
業

所
等
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
の
し

ろ
等
で
意
見
・
提
言
を
広
く
募
集
し
、
参
考
に
し
て
い
く
。

素
案
が
ま
と
ま
っ
た
際
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
等
、

多
く
の
市
民
が
関
わ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

若
者
定
住
促
進
住
宅
事
業

○

道
交
法
改
正
に
伴
う
自
転
車
事
故
対
策

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

能
代
港
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
可
能
性

○

東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

○

広
域
特
養
２
施
設
へ
の
市
の
か
か
わ
り
方

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

先
進
地
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
域
内
経
済
循
環

○

総
合
戦
略
の
主
役

○

観
光
拠
点
施
設
と
公
共
投
資
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